
平成２６年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取り組
みの課題

　救急出動増加に伴う、高規格救急自
動車を運用する救急救命士、救急隊員
の増員が必要である。

④今後の
改善計画

　救急出動増加に伴う、高規格救急自
動車及び救命資機材の更新整備と運用
する救急救命士、救急隊員の増員。

①今年度
(H2６)の
改善計画

②今年度
(H2６)に
実施した
取り組み

　救急出動件数が増加しているため、
高規格救急自動車の更新及び救命率向
上のための救急救命資機材の導入を図
る。

　高規格救急自動車を更新し救命率向
上のため最新の救急救命資機材を整備
した。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅰ　拡　　　充　（事業を拡大して継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性

0.30

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成2６年度

2,096,100 2,072,780

33,457,508

9,542,450 3,008,508

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

32,703,550 35,530,288

　現在、本市おいて５隊の救急隊にて
運用しているが、救急出動の件数につ
いては、年々増加しているため、各高
規格救急車の出動件数及び走行距離が
多くなっている状況であるため、古い
車両にあっては老朽化が、著しく車両
整備等係る回数も増加している。また
平成２５年４月から千葉北西部消防指
令センターの運用が開始され高機能の
消防指令システムが導入されているた
め１１９番の受報から救急車の出動指
令までの時間短縮につながっている。

平成2４年度 平成2５年度

30,607,450

0.30

件 ↘↘↘6,7716,221 6,457

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

救急救命処置実施件数 168 157 178 件 ↗↗↗

名　　称 平成2４年度 平成2５年度 平成2６年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

高規格救急自動車 意図
事業
目的

65

対象

　平成18年度に購入した中央消防署高規格救急自動車は、救急出動の増加等に伴う老朽化が
著しいため、更新整備を実施し迅速かつ的確な救急体制の確立を図る。

　中央消防署の高規格救急車は、年々増加する救急出動により走行距離が、10万ｋｍを超え
経年劣化による車両整備及び救命率向上のため最新の救急救命資機材の整備充実を図るた
め。

　当該車両の更新整備により、救急救命士の救急救命処置
等を積極的に実施し、救命率の向上を図る。

主管課長高市　薫自然災害・都市災害への備えと予防

会計 小事大事

01

目項

09 01 03 05

救急出動件数

事業名

政　策
施　策

02

2-3

高規格救急自動車整備事業

２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 主管課 消防防災課

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

③

④

指標

①

②

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)


